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大学教育学会誌　第30巻 　第2号 　2008年11月

〈ラウン ドテーブルIV〉

大学 ・大学院の学術 コ ミュニテ ィへの新規参入者 に対す る

日本語表現能力育成の可能性

専門日本語教育分野の蓄積からの支援策を考える

大 　 島 　弥 　生 ・二 　通 　信 　子・因 　 　 　京 　子 ・山 　本 　富 美 子
(東京海洋大学)　　　　　　　 (東京大学)　　　　 (日本赤十字九州国際看護大学)　　　　 (武蔵野大学)

〔キーワー ド:日 本語表現 関連科 目,ア カデ ミック・ライ

ティング,論 文のスキーマ,引 用 と剰窃〕

1.ラ ウン ドテーブルの企画趣 旨 と概要(大 島)

大学 ・大学院生にとって論理的な文章 を書 く力 は必須

であるが，従来，その育成は初年次の日本語表現関連科

目,各 科目のレポー ト,ゼ ミ,卒 論指導などを通 して間

接的に行われ，学習者の自主努力が期待 されていた.し

かし,入 学者の多様化 にともない,教 員や先輩の文章を

参考にして書 くよう指導するといった非明示的な方法で

は対応 しきれなくなってきている.さらに,インターネッ

ト普及に伴い,剽 窃を避け適切に文献を引用することの

指導も必須 となっている.一 方,留 学生を主対象 とした

専門日本語教育(JSP)の 分野では,書 き手を学術コミュ

ニティへの新規参入者 と捉え,当 該分野の文章の構成要

素の分析に基づいてその特徴に気づかせ,文 章産出のプ

ロセスにのっとって訓練する手法が研究されている.

本ラウンドテーブルでは,一 般の日本人大学生などの

大学 ・大学院での 「書 く力」の育成にこれらの手法を利

用する方策について検討を行った.

　まず2.で は,引 用をめぐる問題 を中心に,学 生の状

況について発表 した.つ ぎに3.で は,レ ポー ト作成支

援を通 じて分析的 ・批判的 ・論理的思考力 と問題発見 ・

解決能力を養成する方法について,実 践に基づき紹介が

あった.さ らに4.で は,実 際の学生の文章 を紹介 しな

がら,論 理的構造に対する感受性を伸ばすための支援方

法について提案があった.ま た5.で は,共 同研究者の

佐藤勢紀子氏(東 北大学)か ら学生への調査 と実践にも

とづき,授 業の展開 ・応用についての提案があった.こ

れらの発表 ・報告をもとに討議が行われた.

2.学 生の現状とライティング教育の課題(二通)

発表者は以前,レ ポー ト指導に関する大学教員対象の

アンケー ト調査(二通1996),及 び留学生や一般の教員に

対するインタビュー調査(二 通2003)を 行った.そ れら

の調査においては,レ ポー ト作成のための基礎的な訓練

(例えば,主 題の設定,文 献についての批判的な読み,論

述のしかたなど)の必要性が多 くの教員から指摘された.

また,留 学生か らは,教 科書や文献の読み取 りの問題

専門の内容に関する背景矢[識や語彙の不足,論 理を組み

立てることの難しさ,教 師からのフィー ドバ ックの欠如

などの問題が挙げられている.こ れ らは日本人学生にも

共通する問題であろう.

　本発表では,上 記の調査結果をもとに大学におけるラ

イティング教育の課題について概観するともに,学 生の

レポー トに多発する 「剥窃」の問題に関連 して,文 献や

資料の利用や引用の方法に焦点をあてた授業の内容 を報

告 し,大 学でのライティング指導の可能性について参加

者 とともに検討した.質 疑では,イ ンターネットか らの

剥窃の問題や,高 校までの 「調ベレポー ト」作成な どで

の引用についての指導不足が提起された.ま た,書 く課

題の負荷が高まると,習 ったはずの引用文型が使えな く

なるという問題 も指摘された.これらの問題提起 を受け,

学生に対して,情 報のレベル とその適切な取 り込み方法

を段階的に示すことの重要性が示された.

3.教 育方法の提案一①:ア カデ ミックな文章の

　 構想段階での支援手法(山 本)

　最近,留 学生の上級日本語科目で提供 している 「アカ

デ ミック・ジャパニーズ」,すなわち大学で必要とされる

日本語の運用能力その ものを伸ばしたいと望む日本人学

生が増 えている.日 本人学生向けのレポー ト・論文作成

支援の科目としてはすでにスタディスキルズや学修技法

などがあり,専 門科目やゼミでも多 くのレポー ト作成が

課されて訓練を積んでいるにもかかわらず,彼 らは,実

際に書 く・話すという学習活動を通して,自 分自身の考

えを日本語でうまく表現する能力を身に付けたいと考え

ている.そ れは,単 に,レ ポー ト・論文の言語構造や言

語形式を与え,剽窃はいけないといっても身 につかない.

レポー トのテーマをどのように絞るのか,必 要な情報を
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捜して自分自身の考えを表現するにはどうしたらいいの

か,他 者を説得するにはどのような構成にしたらいいの

かなど,レ ポー ト作成の構想段階でその思考 ・作業プロ

セスを具体的に明示化 し,学 生自身が自分の抱いている

問題 を意識化できるように支援する必要がある.自 分自

身の問題 として客観的に把握 した上で,問 題解決のため

の具体的な方策を学習すれば 言語構造,言 語形式は自

分自身の考えを表現するための言語手段 として身につき

やす くなる.

　発表では,留 学生 に対する実践の紹介があり,日 本人

学生か らも同種の授業を受けたいという要望が出ている

ことを受けて,応 用の可能性が示された.

4.教 育方法の提案－②:論 理的文章についての

　 感受性を伸ばすには(因)

　 アカデ ミック ・ジャパニーズ,と りわけライティング

の力をつける上での大きな課題の一つは,目 標文章の完

成形についてのイメージ,〈スキーマ〉を獲得することで

ある.ス キーマは,文 章を書いてい く上で内容や構造や

語彙 ・表現などが適切かどうかを判断する感受 性を支え

る.ア カデミック ・ジャパニーズの新規参入者の中には

社会人大学院生など学術以外の分野でそれな りに文章を

書いてきた人 もいるが,そ うした経験にもかかわ らず学

術的文章の作成に苦労することが珍 しくない.そ れは,

文章の構造を支える論理,思 考の進め方が異なるからで

ある.学 術的文章を書 くには,新 たな思考展開の方法を

認識 し内在化する必要がある.そ のための訓練は,具 体

的表現の操作を通して行うしかない.

　具体的には,非 母語話者に対する日本語教育で用いら

れる方法が母語話者にも応用できると考えられる.回 り

道のようであるが，書 く前に読むこと,そ れ も,構 造を

意識化する読みかたをすることが必要である.例 えば

将来投稿する可能性のある学術雑誌に掲載された論文を

用いて,研 究の背景,目 的,研 究に用いた方法 ・仮説 ・

モデル,主 要な結果,結 論を示す部分を認識する(ム ー

ブ分析).想 定される読者 を認識し,ジ ャンル特有の言語

特徴,論 文特有の言語特徴,ム ーブに応じた言語特徴を

抜 き出す(項 目分析)な どの活動ができるだろう.

　発表では,母 語話者であっても文章の論理展開に問題

がある例や,日 本語の語彙力が乏しくても論理展開に成

功 している例など,実 例にもとづ く問題提起があり,論

理性の養成の重要性についての問題意識をフロアとも共

有 した.

5.実 践報告 と提案:具 体的な論述パターンと言

　 語形式の提示(佐 藤)

　学術的文章作成における倫理的基準が示され,構 想段

階での支援 を得て自分の問題意識が明確に認識 され,

〈ムーブ分析〉によって文章の 〈スキーマ〉が獲得されれ

ば,レ ポー トや論文を書き始める準備は整 う.し か し,

実際に文章 を書 くとなると,ア カデ ミックな文章にふさ

わしい具体的な論述パターンや言語形式がわか らないた

めに書けないというケースが少な くない.こ の問題 は留

学生のみならず,学 術 コミュニティへの新規参入者 とし

ての日本人学生にも広 く認められる.レ ポー トや論文の

各部分で実際に使われる論述のパターンや文型 ・表現に

関する情報 を提供する必要がある.留 学生対象のライ

ティング教材(ア カデミック・ジャパニーズ研究会2002

など)を 日本人学生の指導にも応用することが可能であ

る.そ の際に重要なことは,専 門分野 ごとの論述パター

ンや言語形式の異同を把握した上で,そ の共通部分を中

心に指導 し,相 違 点については自分の専門分野の論文等

の分析を通じて各学習者に認識させることである.中 核

となる共通の教材を用いると同時に,各 専門分野の教員

により推薦された 〈サンプル論文〉を利用 して分野特有

の論述パターンや言語形式への注意を促す ことが有効で

ある　(佐藤2006).

　報告では,留 学生に対する実践の紹介にもとづき,日

本語母語話者学生に対する応用について も提案があっ

た.フ ロアからは,教 材やフィー ドバック ・添削の方法

の問題点が提起された.報 告者からは,学 生自身が自分

で文章を直すプロセスの重要性が指摘された.ま た,頻

出する誤用 を学生に公開して注意を促す手法 も紹介 され

た.

6.討 議の内容と今後の課題

　以上のような発表 ・報告に対 し,討 議では,ま ず,大

学生 ・大学院生の文章力の諸段階に応 じた指導の重要性

が指摘された.そ の中で,フ ロアから,高 校までに受け

てきた教育 との関連,小 論文形式の入試の広まりとの関

連 について問題提起があった.こ のような高大連携の必

要性 とともに,大 学内の他の科目群 と日本語表現科目と

の連携の必要性についても指摘があった.

　さらに,対 象 となる文章ジャンルの選択肢 を広げるこ

との利点にも触れ られた.た とえば,文 章に苦手意識が

ある学生 に対 して自己開示的な文章をきっかけづ くりに

利用する,言 語文化 を語用論的に分析する手段 として漫

画を利用する,な どの例が紹介された.学 習の各段階に
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応じたさまざまな文章ジャンルの利用法の提案は,こ の

分野の教授法の今後の課題であろう.

　また,学 生のやる気の維持についても,大 きな課題 と

して多 くの発言があった.こ れに対して,1年 生に将来

の目標 として実際の卒業論文 を回覧させて動機を高め

る,大 学院生のティーチング ・アシスタントから文章表

現力の必要性を訴 えてもらう,学 生同士の協働推敲の機

会を作 る,留 学生 と母語話者学生 との合同クラスでお互

いが関心を出し合って文章作成プロセスを活性化 させ

る,な どの実践アイデアがフロアと報告者か ら紹介 され

た.こ のように,学 習動機を喚起するために学習者同士

が相互にリソースになりあう,よ り身近な役割モデルを

見つける,と いった支援策は重要だが,ま だ実践の紹介

が少ない.今 後さらに分析が必要 となる側面 といえる.

　以上のような活発な討議を通 じて,本 ラウンドテーブ

ルは,企 画 ・報告者 らにとっても,日 本語母語話者 ・非

母語話者に共通する目標文章の言語学的分析,お よび彼

らの言語表現の持つ問題の共通 点と相違 点に対する言語

教育学的分析の重要性を再確認できる機会 となった.一

方で,彼 らの文章の読み手は大学教員全体であり,将 来

的には社会全体であり,大 学でこの分野の支援にたずさ

わる教員の幅は広いことから,言 語学 ・言語教育学から

の発信 と異分野間教師の連携を,FD等 を通 じて行 って

い くことも欠かせない.こ れらの点が今後の課題 として

再認識されたといえる.
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